




















































































































リカの ACLS の奨学金（フェローシップ）に応募し，1 年間 North Carolina
大学 Chapel Hill 校 (UNC) に家族連れで行くことが決まった。丁度その時
に学会で私の論文や研究発表を評価していた山梨大学教育学部英語教室の
教授から，応募の誘いを受けた。ACLS が決まったのが 1990 年の 6 月頃で，
Chapel Hill には 1992 年 1 月から 1 年間研究に行くことになっていた。山梨
大学の教授は 1991 年 3 月に退官する予定で 4 月に赴任しないかと言ってき























ただいたのは 1997 年 7 月のことであった。翌 98 年 4 月に山梨大学教育学部
は教育人間科学部となり，私は専修大学文学部の教授となった。
3．専修大学に移って





























号順にリストを作ってクラスに分けることにしたが，それでも A, B, C, D の
4 クラス（「オーラル・コミュニケーション」と「コンポジション」ではさら
にそれぞれを 2 分割する）に分けると D クラスは英語力が一番低いとの劣等
感を持つ学生が多かった。





























校に入り 3 年間は寮生活をして，一日 4 回の礼拝を経験して聖書も毎日読ま










































































るとその 7，8 割の学生は 2，3，4 年の講義や演習科目を真面目に受講する
ようになっている。もっと若い頃から学生の心をつかんで教える方法を実践
すればよかったと，退職直前に自覚するようになったがすでに遅い。
　最後に英語に携わる多くの先生方や教務課そして CALL の事務の方々には
大変お世話になりました。最後に御礼申し上げ，また皆様方のご健勝とご活
躍を祈念して私の言葉としたい。ありがとうございました。
